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会員増加を目指した「マンスリーレターの元祖」の誕生の経緯

　現在の執行委員諸氏が毎月書いておられる「マンスリーレター」の元祖ともいうべき、k-unet
からの発信媒体「今日は、k-unetです！」（別紙）の第一号がみつかりました。パソコンの中を

隅から隅まで探しまくり、外付けディスクの片隅に潜んでいました。黴の生えた資料です、まさ

か俺の出番が来るとは夢にも思わなかったでしょう。その後、下の写真の皆さんによって作られ

ていきました。(写真に入っていない世話人もいます）。その誕生のいきさつを振り返ってみました。

　当時 (2000年初頭頃）は、いかにして会員を増やすかを世話人一同真剣に考えていました。そ

して出た案は、まずは、別紙のように、k-unet自身からネットワークを通して、会員から友人に

勧誘をすすめてもらうために、宣伝メール「今日は、k-unetです」を発信することでした。

　つぎに、年に 1回か 2回の同友会懇親会の受付け横にテーブルを置き、出席した人達を相手に

しつこく勧誘すること。パソコンのない人には買うことまで勧めました。そして、買ったら加入

すると言う予約票まで頂きました。かなりしつこい勧誘でしたが、幸い悪評はたちませんでし

た。むしろ激励されました。設定には出張サービスをすることも言いました。

　さらに、合併前に、早期退職した人が大勢いたので、その人達に加入をお願いすることでし

た。退職者名簿をどこからか手にいれ、個別に勧誘をしました。その他世話人がそれぞれ親しい

友人に当たった例も沢山あります。私自身も、少し前に磯村さんに、トイレの中で誘われたので

す。こうして、会員は一挙に４００人を超え、５００人を目標にしたのです。会員の増加には全

世話人が一生懸命でした。ふた昔前のK-unet創成期の懐かしい話です。

   

        　 石川会長の那須山荘にて、左から：小畑、樫村、石田、石川、板谷、永田の皆さん
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